
 

 

日本政府に核兵器禁止条約への署

名・批准を求める意見書決議 

７２６自治体 

 （2025年７月１１日) 

■ 阪府（１０）：和泉市議会、泉佐野市

議会、摂津市議会、高石市議会、

ア
メ
リ
カ
が
広
島
、
長
崎
に
原
爆
を
投
下

し
て
か
ら
ま
も
な
く
８
０
年
、
歴
史
的
な
原

水
爆
禁
止
２
０
２
５
年
世
界
大
会
が
８
月
３

日
か
ら
９
日
ま
で
、
両
被
爆
地
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
大
会
テ
ー
マ
は
、「
被
爆
者
と
と
も

に
、
核
兵 

器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を

—

人
類
と
地
球
の
未
来
の
た
め
に
」で
す
。 

こ
と
し
の
世
界
大
会
に
は
、
２
０
０
人
を

超
え
る
海
外
代
表
が
参
加
す
る
予
定
で

す
。
国
連
・
各
国
政
府
か
ら
は
、
中
満
泉
国

連
事
務
次
長
／
軍
縮
問
題
担
当
上
級
代

表
、
核
兵
器
禁
止
条
約
（TP

N
W

）
推
進
国

で「
核
抑
止
力
」
論
批
判
の
責
任
者
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
非
同
盟
運
動
か
ら
キ
ュ
ー
バ
、
紛

争
が
続
く
中
東
か
ら
エ
ジ
プ
ト
、T

P
N

W
 

第
２
回
締
約
国
会
議
の
議
長
国
メ
キ
シ
コ
の

政
府
代
表
が
参
加
、
発
言
し
ま
す
。 

現
在
の
核
兵
器
を
め
ぐ
る
危
機
を
市
民

社
会
と
と
も
に
打
開
し
よ
う
と
の
期
待
を
感

じ
ら
れ
る
、
世
界
大
会
で
な
け
れ
ば
実
現
で

き
な
い
重
要
な
機
会
で
す
。 

み
な
さ
ん
の
参
加
を
よ
び
か
け
ま
す
。 

世
界
大
会
の
期
間
中
、
８
月
３
日
か
ら
９

日
ま
で
、
核
兵
器
廃
絶
を
共
通
の
課
題
と

し
、
自
国
政
府
へ
の
核
兵
器 

禁
止
条
約
参

加
を
求
め
る
署
名
の
行
動
を
共
通
の
形
態

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
草
の
根
で
行
動
す
る

国
際
共
同
行
動
「
平
和
の
波
」
が
よ
び
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
内
外
で
多
く
の
人
び
と

が
よ
び
か
け
に
応
え
、
核
兵
器
廃
絶
や
自
国

の
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
を
求

め
る
署
名
行
動
、
原
爆
被
害
を
伝
え
る
写

真
パ
ネ
ル
や
広
島
の
高
校
生
の
描
い
た
原
爆

の
絵
の
展
示
、
お
寺
や
教
会
の
鐘
つ
き
、
平

和
集
会
な
ど
多
彩
な
行
動
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。 

あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。  

 

２０２５年 

８月号 
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国連NGO原水爆禁止日本協議会  

毎月１回６日発行 

〒113-8464 文京区湯島２－４－４  

(大阪原水協)〒542-0012 

大阪市中央区谷町 7-3-4 

新谷町第 3ビル 210号 

電話 06（6765）2552 
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☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達   

２０２５年７月２２日の到達 １４３,８７９筆  

大阪原水協は、毎月２２日を集約日としています。 

各団体・地域原水協・個人より報告をお願いします。 

報告は、FAX及びメール、署名の郵送等でお願いします。 

 

」 

今年も平和行進ペナントを広島・長崎に届けます！ 

 

２０２５年 ８月 ６日                                           第９７９号 

 

 

 

 

こ
の
ペ
ナ
ン
ト
は
、
８
月
６
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会

の
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の
会
場
で
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。
長
崎
の
会
場
で
も
、
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

核兵器のない平和で公正な世界のために 
国連・政府・市民社会の共同で人類の生存と地球の未来を守ろう！ 

 

みんなでつないでいます。 つないでみんなで広げてみました 



 

 

 

                                   

 

 

１
９
４
５
年
８
月
６
日
広
島
・
８

月
９
日
長
崎
。
ア
メ
リ
カ
が
人
類

史
上
初
め
て
投
下
し
た
原
子
爆

弾
は
、
一
瞬
に
し
て
多
く
の
尊
い

命
を
奪
い
、
生
活
、
文
化
、
環
境

を
含
め
た
す
べ
て
を
破
壊
し
つ
く

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
ま
で

様
々
な
被
害
に
苦
し
む
被
爆
者

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
惨
劇
を
世
界
の
い
か
な
る
地

に
も
く
り
か
え
さ
せ
ぬ
た
め
に
、

そ
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
を
実
現
す

る
た
め
に
、
私
た
ち
は
被
爆
８
０

年
に
あ
た
っ
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
の
実
相
を
受
け
継
ぎ
、
広
げ

る
国
民
的
な
と
り
く
み
を
訴
え

ま
す
。 

２
０
２
４
年
、
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本

被
団
協
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
凄
惨
な
被
爆
の

実
相
を
、
世
界
各
地
で
訴
え
続

け
、
戦
争
で
の
核
兵
器
使
用
を
阻

む
最
も
大
き
な
力
と
な
っ
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
一
方
今
日
、
核
兵
器
使
用
の

危
険
と「
核
抑
止
」へ
の
依
存
が
強

ま
る
な
ど
、「
瀬
戸
際
」 

と
も
言

わ
れ
る
危
機
的
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
際
し
て
ロ

シ
ア
の
核
兵
器
使
用
の
威
嚇
、
パ

レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
へ
の
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
さ
ら
に
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ラ

ン
の
核
関
連
施
設
（ウ
ラ
ン
濃
縮 

工
場
）
へ
の
先
制
攻
撃
な
ど
、
核

保
有
国
に
よ
る
国
連
憲
章
を
踏

み
に
じ
る
、
許
し
が
た
い
蛮
行
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
不

拡
散
条
約
（NP

T

）体
制
に
よ
る

核
軍
縮
は
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
核
兵
器
５
大
国
の
責
任
は
い

よ
い
よ
重
大
で
す
。
し
か
し
、
原

水
爆
禁
止
を
求
め
る
被
爆
者
を

先
頭
と
す
る
市
民
運
動
と
国
際

社
会
の
大
き
な
う
ね
り
は
、
核

兵
器
禁
止
条
約
（TP

N
W

）を
生

み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
核
兵

器
の
非
人
道
性
を
訴
え
て
き
た

被
爆
者
や
核
実
験
被
害
者
を
は

じ
め
世
界
の
人
び
と
が
地
道
に

積
み
重
ね
て
き
た
成
果
で
す
。

同
時
に
そ
れ
は
今
日
、
激
動
の

時
代
の「
希
望
の
光
」と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
条
約
を
力
に
、
危
機

を
打
開
し
、「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
へ
と
前
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
を

は
じ
め
核
兵
器
を
持
つ
９
カ
国

は
、TP

N
W

の
発
効
に
力
を
尽

く
し
た
す
べ
て
の
市
民
と
国
々
の

声
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
核
兵
器

廃
絶
を
決
断
す
べ
き
で
す
。
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本

政
府
は
い
ま
だ

T
P

N
W

に
署

名
・
批
准
し
よ
う
と
は
し
ま
せ

ん
。
核
保
有
国
と 

非
核
保
有
国

の「
橋
渡
し
」
を
担
う
と
し
て
い

ま
す
が
、TP

N
W

に
参
加
し
な

い
日
本
へ
の
国
際
社
会
の
信
頼 

は
低
く
、
実
効
性
の
あ
る
責
任
を

果
た
す
こ
と
と
は
程
遠
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の「
核
の

傘
」か
ら
脱
却
し
、
日
本
は
す
み
や

か
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・

批
准
す
べ
き
で
す
。 

原
爆
被
害
は

戦
争
を
ひ
き
お
こ
し
た
日
本
政
府

が
償
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
政
府
は
放
射
線
被
害
に

限
定
し
た
対
策
だ
け
に
終
始
し
、

何
十
万
人
と
い
う
死
者
へ
の
補
償

を
拒
ん
で
き
ま
し
た
。
被
爆
者
が

国
の
償
い
を
求
め
る
の
は
、
戦
争

と
核
兵
器
使
用
の
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
と
い
う
決
意
に
立
っ
た

も
の
で
す
。
国
家
補
償
の 

実
現

は
、
被
爆
者
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て

の
戦
争
被
害
者
、
そ
し
て
日
本
国

民
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
ビ
キ

ニ
水
爆
被
災
を
契
機
に
原
水
爆
禁

止
運
動
が
広
が
っ
て
か
ら
７
１
年
。

来
年
は
日
本
被
団
協
結
成
７
０
周

年
で
す
。
被
爆
者
が
世
界
の
注
目

を
あ
つ
め
る
一
方
、
核
使
用
の
危

機
が
高
ま
る
今
日
、
日
本
の
運
動

の
役
割
は
ま
す
ま 

す
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
責
任
を
は
た

す
た
め
に
も
、
思
想
、
信
条
、
あ
ら

ゆ
る
立
場
の
違
い
を
こ
え
て
、
被

爆
の
実
相
を
受
け
継
ぎ
、
核
兵
器

の
非
人
道
性
を
、
日
本
と
世
界
で

訴
え
て
い
く
こ
と
が
、
な
に
よ
り

も
重
要
と 

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
被
爆
者
の
み
な
ら
ず
、
今
と
未

来
に
生
き
る 

者
の
責
務
で
す
。
地
域
、
学
園
、
職

場
で
、
様
々
な
市
民
の
運
動
、
分

野
や
階
層
で
、
被
爆
の
実
相
を
広

げ
る
行
動
を
全
国
で
く
り
ひ
ろ
げ

る
こ
と
を
よ
び
か
け 

ま
す
。
世
界

の「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と
も
連
帯
し
て
、

私
た
ち
は
そ
の
先
頭
に
立
ち
ま

す
。 

 

２
０
２
５
年
７
月
２
３
日 

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
（日
本
被
団
協
）  

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
（
日

本
原
水
協
）  

原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議

（原
水
禁
） 

      

 

被爆８０年をむかえるにあたってヒロシマ・ナガサキを

受け継ぎ、広げる国民的なとりくみをよびかけます！！ 

       （３団体の共同アピールを掲載しています。） 

 

 

お知らせ：  平和行進総括会議の開催 

    日時：８月２１日（木）  １３：００～    場所：大阪原水協事務所 

        今年度の平和行進について   来年の日程・コース 等 


